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　今回調査に先立ち 2016 年 12 月に行われた第 1 回調査では，廃棄自動車が放置され











































　・ 現地 JICA 事務所での意見交換では，上記「2 つのセンター構想」の実現に向け
た今後の検討事項として，たとえば以下の 2 点が指摘された。
　・ 「ⅰ廃棄車両輸送費用の支援」については，ペットボトルの回収や家庭ごみの処
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理等も含めた「包括的なリサイクルの仕組みづくり」を目指している「J プリズ
ム計画」等，他の取り組みとどのように調整を図っていくべきか？
　・ 「ⅱフィジー国内での廃棄処理」については，プレス機や電炉等の大型設備につ
いてはどの程度までを現地国側で整備し，放置車両をどこまでリサイクル資源化
したうえで，日本等先進国に持ち帰るべきか？
3．おわりに
　このように，塩地教授による今回の調査では，島嶼国の放置車両問題が深刻化する
中，早急な政策支援の実現に向けて JICA，および外務省をはじめとする日本政府の
関連部局が検討を重ねる必要性が改めて確認されたが，筆者も，この問題の解決に向
けた日本政府および現地政府側の取り組みの推移を見守りながら，学術的な視点から
さらなる調査研究の可能性等をさぐっていきたい。
写真 1：ナディ飛行場上空から眺めたフィ
ジー本島（ビチレブ島）の西海岸
写真 2：中古車販売業者が顧客から引き取り
放置されていた（年深の）中古車
写真 3：（元）中古車買取業者の敷地内に放
置されていた未処理の廃棄物
写真 4：地元自治体（ナシヌ・タウンカウン
シル）が設けた地区内放置自動車の仮置場
